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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年3月13日(2008.3.13)

【公表番号】特表2005-504738(P2005-504738A)
【公表日】平成17年2月17日(2005.2.17)
【年通号数】公開・登録公報2005-007
【出願番号】特願2003-512224(P2003-512224)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 217/90     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/085    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/136    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/353    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/44     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4433   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4436   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4439   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 213/64     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 311/30     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 311/60     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 411/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ 217/90    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/085   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/136   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/353   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/44    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4433  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4436  　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4439  　　　　
   Ａ６１Ｐ   7/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ｃ０７Ｄ 213/64    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 311/30    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 311/60    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 405/04    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 405/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 405/14    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 411/12    　　　　
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成20年1月22日(2008.1.22)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
以下の式（Ｉ）の化合物ならびにその薬学的に許容可能な塩。
【化１】

（式中、
Ｘは、－Ｏ－、－ＣＨ2－または－Ｃ（Ｏ）－であり、
Ｚは、－ＣＨＲ9－または原子価結合であり、
Ｙは、－ＣＨ2－、－Ｃ（Ｏ）－、ＣＨ（ＯＲ10）－、－ＣＨ（ＮＲ11Ｒ12）－、－Ｏ－
、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－または－Ｓ（Ｏ2）－であり（ただし、Ｚが原子価結合である場
合、ＹはＣ（Ｏ）ではない）、
破線は、ＺおよびＹ間の結合が単結合または二重結合のいずれかであることを表し、破線
が二重結合を表す場合、Ｚは－ＣＲ9－であり、Ｙは－ＣＨ－、－Ｃ（ＯＲ10）－または
－Ｃ（ＮＲ11Ｒ12）－であり、
Ｒ1は、以下の基の１つであり、
【化２】

Ｒ2およびＲ3は、独立して、Ｈ、炭素原子１～７個のアルキル、炭素原子１～７個のアル
コキシ、－ＮＯ2、ハロゲン、－ＣＦ3、－ＯＨ、－ＮＨＲ8、または－ＣＯＯＨであり、
Ｒ5は、Ｈ、炭素原子１～７個のアルコキシ、－ＣＦ3、－ＮＨ2または－ＣＮであり、
Ｒ6は、－ＮＯ2、－ＮＲ14Ｒ19、－ＣＦ3または



(3) JP 2005-504738 A5 2008.3.13

【化３】

であり、
Ｒ8およびＲ16は、独立して、Ｈまたはアシルであり、
Ｒ9は、Ｈまたは炭素原子１～７個のアルキルであり、
Ｒ10は、Ｈ、アルキルスルホニルまたはアシルであり、
Ｒ11およびＲ12は、独立して、Ｈ、炭素原子１～７個のアルキルまたはアシルであり、
Ｒ13およびＲ18は、独立して、Ｈまたは－ＯＲ20であり、
Ｒ14およびＲ19は、独立して、Ｈ、アシル、アルキルスルホニル、Ｃ（Ｓ）ＮＨＲ17また
はＣ（Ｏ）ＮＨＲ17であり、
Ｒ15は、ＨまたはＮＨ2であり、
Ｒ17は、Ｈまたは炭素原子１～７個のアルキルであり、
Ｒ20は、Ｈまたはアシルである）
【請求項２】
請求項１記載の化合物であって、該化合物が、以下の構造式を有する化合物。

【化４】

（式中、Ｒ2、Ｒ3、Ｘ、ＹおよびＲ1は、以上で規定されたとおりである）
【請求項３】
前記ＸがＯであり、そしてＺおよびＹが－ＣＨ2－である請求項１または２記載の化合物
。
【請求項４】
前記ＸがＯであり、Ｚが－ＣＨ2－であり、そしてＹがＣＨＯＨである請求項１または２
記載の化合物。
【請求項５】
請求項１、２、３または４記載の化合物であって、前記Ｒ1が以下の基の１つである化合
物。
【化５】



(4) JP 2005-504738 A5 2008.3.13

【請求項６】
前記Ｒ6が、ＮＯ2または－ＮＲ14Ｒ19である請求項１、２、３、４または５記載の化合物
。
【請求項７】
前記Ｒ14およびＲ19が、独立して、Ｈ、アシルまたはアルキルスルホニルである請求項６
記載の化合物。
【請求項８】
前記Ｒ15およびＲ16がＨである請求項１、２、３、４、５、６または７記載の化合物。
【請求項９】
前記Ｒ5が、Ｈまたは炭素原子１～７個のアルコキシである請求項１、２、３、４、５、
６、７または８記載の化合物。
【請求項１０】
前記Ｒ2およびＲ3が、独立して、Ｈまたはハロゲンである請求項１、２、３、４、５、６
、７、８または９記載の化合物。
【請求項１１】
前記ハロゲンが、フッ素である請求項１０記載の化合物。
【請求項１２】
薬学的に許容可能な担体と一緒に請求項１記載の化合物を含有する薬学的組成物。
【請求項１３】
治療的有効量の請求項１記載の化合物を含む不整脈の治療剤。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００７】
（式中、
Ｘは、－Ｏ－、－ＣＨ2－または－Ｃ（Ｏ）－であり、
Ｚは、－ＣＨＲ9－または原子価結合であり、
Ｙは、－ＣＨ2－、－Ｃ（Ｏ）－、ＣＨ（ＯＲ10）－、－ＣＨ（ＮＲ11Ｒ12）－、－Ｏ－
、－Ｓ－、－Ｓ（Ｏ）－または－Ｓ（Ｏ2）－であり（ただし、Ｚが原子価結合である場
合、ＹはＣ（Ｏ）ではない）、
破線は、ＺおよびＹ間の結合が単結合または二重結合のいずれかであることを表し、破線
が二重結合を表す場合、Ｚは－ＣＲ9－であり、Ｙは－ＣＨ－、－Ｃ（ＯＲ10）－または
－Ｃ（ＮＲ11Ｒ12）－であり、
Ｒ1は、－（ＣＨ2）nＮＲ4Ｒ7または以下の基の１つであり、
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